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協力： a 川市クラフト同 w 会 


竹細工のエビ 


逸品は「竹ボウキ」が決め手 


竹で作るクラフトはこれまでもいくつか紹介し 
てきたが、今ナ J は掩めつけ。ここまでくると、ア 
ートの谢域にまで踏み込んでしまったという感も。 
立川市クラフト同好会の M さんは、 III 醜は技術 
開発部 H で活躍されていた。 P 先の器川さは云う 
までもないが、え A く仕1.げるコッは器叩、 
イぐ器とは別のところにあると云う。丨パーツ迸 
びが K も大切。脚となる細い枝は、竹ボウキの穂 
先から、節の部分をバラつきなく迸ぶようにして 
ください』（化さん）。シンプルな花器にさりげ 
なく添えるなど、装飾品として…いても而 A い。 








竹ボウキの®先から脚となる技を 
策め、本体の穴に差し込む。枝分 
n する®の部分を関節に見立てる 




疾い前脚と眼を入れて究成。前脚 
はライターの炎などであぶるとき 
れいに曲がり、見栄尤も良い • 
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■孬 S 躬（もりただあき丨作昆の择台はほとんどが『立川上ローカルを 
突き结めることで的な視点を獲用するという界有な刺作スタイルを寅 
く.いまや不動の涵話作家である。1■代で寺山修司と邂老 • 

:天并枝敢』に费加し作家活動を88始： S 和47年からフリーに： NHK 賞、 
新美南 S 児 3 T 文字 ». 15問 党 S 文 S 貧などを受 K こ ”へびいちごを 
めしあがれ】「ホーンでまで】 f みねうちごつこ J など t 玷冢作 f クリーン 
アイズ）で. 昨锋界い铒文字 H を受霣した：昭和23年生まれ:璀 BI に在 
^もちろん生科の ruiiiAJ , 

■31 共3介（た T ： い彳九〗すけ）えくてびあん佑-«1人:> 



こうしか生きていけない 

人間なんです よ。 

童話作家 


森忠明さん 


森 まあ「君は時々いい作品を杏くね」 
なんて感じで。そう云われて、また生意 
気にも「時々ですか」なんて A * い返した 
りして(笑〇 

啓 介でもそれは、森さんが寺山さんに 
対して设软の念を抱いていたからこそ云 
ぇる牦口であ〇て。 

森そうなんです。やっぱり全てにおい 
て敵わないとは常に思っていましたから。 
結 or 僕が児金文学の fit 界に進んだのも、 
#山さんが唯一手がけていない分野だ〇 
たからなんですょ。寺 III さんは分析 a な 
んですけど、«としてはもっと不用心で、 
索 E な感じでもいいんじやないかなと 思 
い始めたんですね"それで「*111に tt も 
って«強します」つて寺山さんに暇をい 
ただいたんです。 

啓介 森さんの小説には、 si 初から「死 
を見つめる」といった卜—ンの作品が多 
いでしょう。子供向けということで、そ 
ういったことは&遒しませんでしたか。 

森 どうも « i * 文学の pt 界では吉いちや 
いけないことを吉いてたようなんですね。 
だから«初、杗界ではずっと無視されて 
たんです-僕自身も無祝されてたことに 


啓介深さんの作品に出てくる主人公は 
ナィ—ブで、子供なのにどこか諦舣して 
るよぅな、そんな印象がありますけれど、 
猓さん C 3 身も变際にああい、年だつた 
んですか。 

森俟ね，小学校五1で神経症を忠っ 
てるんですよ。 

啓介小学生で？そりや ¥- いなあ e 


つてから登校拒^圯になつちゃつて二 
年冊ぐらいブラブラしてたんです。 

啓介何かきつかけがあつたんですか。 

森10任がちょつと嫌な先生でね。子供 
心にも fg 用できないような人で。それか 
らいろいろ考え込むようになつちやつて， 
共済病院の精神科に通ってたんです。 

啓介小学生としてはきつかつたでしよ 


森四年生までは立川ではけつこぅ神电 ぅ。登校拒否なんて3時はまだ珍しか〇 
で通〇てたんですが{笑 r 五年に L が たんじやないですか。 




森でも牯神科の先生が 
素_らしい方で、それに 
中学の美術の先屯が、な 
ぜか使に H をかけてくれ 
て。その二人に出会わな 
かつたら"ちよつと危な 
かったですね。 

啓介そういう少年時代 
を過ごした森さんが後に 
$山修： T に師事すること 
になるというのは、やは 
〇川会うべくして出会〇 
たとい^ g じですね" 

森十八ぐらいの時です 
か、寺 III さんが逸をしていた雑誌の役稿 
B に詩を送ったんです。どうやらそれを 
§ i に入〇てくれたらしくて r 詩のサロン 
を 8 E くから来い」って連絡があったんで 
すよ•で、出掛けて いったら、 いきなり 
r 天井枝敷 j の文芸部という®門に「森 
忠明」って名前があって{笑 v 
啓介森さんからご^になって、寺山さ 
んはどうい、っ人だったんでしようか。 
森懷もその頃は若くて生意気でね。例 
えば、公演を行うのに皆でチヶットを売 
るんです。それぞれ何十枚と渡されて売 
ら なきゃいけないのに、庚はそれを®な 
に拒んでいて。「使はそういうの嫌いな 
んです」とか r ムっ てね(笑)。で^?山 
さん、怒らなかったなあ。 

啓介懐が大きい。 

森大きい人でしたねえ。今になって振 
り返ると冷や汗かいちゃうんですが(笑)： 
よく「脊めて伸びるのは森と丸山(美輪 
明宏)ぐらいだ」って云われてたんです 
よ nit だって誉めてもらった方がいいと 
思うんですけど「いや、だいたいは歉し 
くした方がいいんだ」って。 

啓介じゃあ誉められてばっかり？ 


酒の寿 屋 

しゃぶいぶ.賴しやぶ•りん 
スペィン 科理 T A P A S 
振興信用組合^ 

三田花店本店 
セガミ薬局 

スボーツ用品マルミヤ 

アミューたちかわ 
そば®高 尾 亭 

リストランテラ•ボボラリータ 

明誠書房 

カフ i ベる.こむ一ね 
味乃寿 司 由 
関田酒店 
ビスト□すぎ浦 

ステーキ s 欧 a 辑理クワトロ 

casualrestaurant 37 • J 又ン I 又 
キャノン 01 シヨツブ 
コミュ ニ ティストアはなむら 

不動 ft ユウ都市企画 


522-3625 
iHiT 2- l 33 
&27 2228 

鑲町 2-2-29 
529-0733 

繾町 22- 32 
5241471 

铒町 2-5-23 

524- 4167 

H » I 2-7-8 

525- 9212 

H1J27 e 
522-2912 

«« I 3-3-20 

526- 1311 

»» I 5 5*31 
$22 2710 

鏵町 6-925 

527- 3880 

523.6700 
fiM 6 BT 2 2-7 
529-7800 

•轉*2-2-8 
522-3733 

嫌 M 町 2 218 

味鷗町 2-2-23 
525 992 & 

嫠_«12-33 
529-29 B 3 
町 2.3.3 
624 5800 

雈鏞町 23-3 

528- 1501 

$222491 

籌麟町2-3-13 
52 B -2566 


• あなたがゐて- irm があり:!!才 参會 

’ そこにぢょっとだけ-えくてびあん| ■ 

リストの お «にはいつでも，夂くてび患ん| 


今月は g 町‘釣衣 SI • のお店で9 • 


相彦 コマツホーム 
茶キヤリー 

かみゆい姐 1〇 

芹沢ガラス店 

ぉ茶•細小室園 

フ7ッシ3ンハゥス ホマレヤ 
カフ I レストラン ホマレヤ 
たてパンオー□ール HJII 店 
ヵフェレストランぼだい樹 

枝中国料理北京大飯店 
m の} s なな や 
嫌子サロンケーキスタジオ36 
林 歯科 
中島豆腐店 

to 诱屋らうむ 

和租レストラン舄 屋 

フレッシュフルーツ 立川商店 

本. mmm 泰明堂 
文其のないとう 
赤松タバコ店 


始 IS«72-4 6 

S 256811 _ 

mnf2-4-7 

528-2630 

麴鍚屻2.43 
622.6202 

榮钃町2★猶 

622-3065 

赛讀町？ U 

522 28»4 

後鑤町24-1&- 

螫繪町2-4-15- 

供鎢町 2*4.t5 
S 妗ぶ 

装嶋町 24-18 
528 0556 

鏽町 2-4-19 
522-6393 
轚鑷* [2 4 22 

$25-6960 

期衣 

527-6808 
羽衣》12710 
522-5657 

5225732 

羽衣町 2-27-9 
526-3643 

31衣町127ィ4 
5^6 

羽衣听230-6 
522-3565 

羽衣町 2*31 1 
$22-3353 
羽衣町 233-1 
522-3677 

农衣町242 
524-7852 


试づいてなかったぐらい疎かったという 
のもあるんですが(笑〇そのまま咨き 
たいことを無手*6濃で始めちゃつたし、 
むしろそれしか出来なかったんですね。 
啓介でも、今となっては逆にそれが良 
かったんじゃないですか死生観は文学 
の大きなテ ー マで しょう。 

森別にニヒリズムとかペシミズムに陥 
っているわけではないんですけどね。表 
I &1 的な明るさとか愉しさだけではないも 
のを ii つめていく感じはあ^ H すね： 

啓介ところで森さんにはお弟子さんは 
いるんですかぐ 

森そう呼べるのは二十人ぐらいいます。 
啓介皆さん、やはり文学を^ g されて 
るわけですか。 

森それがね、違う lit 界で成功してる人 
の方が多いんですよ。 n マーシャリズム 
とかアニメ I ，ンョンの分野で活躍してた 
り。供と同じタィプはなぜか一人もいな 
いんだ(笑)。 

啓介それは、寺山さんと森さんが ii う 
タィブだ つたということと同じように？ 
森う一ん…。これを 云つちやうと白分 
も年を とつた な あと 思うんですけれど、 


庚にとって文学というのは「それがない 
と生きていけない」存在としてあるんで 
すね e ところが若い人を見ていると、ど 
うも違うようなんですよ。それぞれ後秀 
な大学を立派に卒業して、実菜の世界で 
も允分やっていけるようなバィタリティ 
も持〇てるし。 

B 介ああ、なるほど。「つぶしが利く」 
わけですね。 

森例えば太宰治が「学問なんか捨てろ、 
も〇と SSK になれ」というようなことを 
云ってたと思うんですが、若い連中はそ 
の「弱気」ということがわかつてない。 

啓介「オドオド感，一というか。 

森そうです、そうです。 G 分の内の不 
安と向き合う外接感とか、そういうもの 
とはどうも無縁のようですね"僕なんか 
だとこれしかできない"こうしか生きて 
いけない人問なんだという後ろめたさが 
常にあるんですけれど❶ 

啓介文学がフ T ッション化，あるいは 
商黍化しちやつてるのかも知れない。で 
も森さん、晩後の教育ってのは、云って 
みれば「強気教育」なんじやないですか。 
森おつしやるとお〇だと思います。庚 


ね、中学三年の時 r 徒然！を全 s ん 
だんですよ。 

啓介国語の授業ではサワリの f をち 
よこつとやりますよ ね。 

森ええ。授業でやって「この人は面白 
い」って思って全®^んだ。で、ここに 
害かれていることは、*: : するに「がんば 
らなくていいよ」ということなんだつて 
わかっちゃったんですよ(笑)。あれで 
僕は随分救われたなあ。 

啓介ええ、ええ。「ドロップアウトし 
てもいいんだ」ということですよね。 
森よく学抆の先生の勉強会みたいなと 
ころに呼ばれて瀵演を頼まれるんですが、 
そこで使はいつも「この屮で r 徒然塔 j 
を全部說んだことがある方はいら〇しゃ 
いますか」と訊くんですね：すると一人 
もいないんです。ちなみにそこにいるの 
は、全貝国語の先生なんですけれど(笑)。 
8介学校の s ^ g 教宵と、文学教食とい 
うのは別 モノと 云わざるを得ない" 
森僳は教師から教わる内容ではなくて、 
その教師の姿や仕草を「覜察」すること 
が文学だと思うんです。学校で生身の先 
生から授業を受ける S 味というのは、実 


はそういうことなんじやないかなと。 

啓介学校は必然的に「正解」を求める 
ところですからね。文学は本宋、それぞ 
れの感じ方を許して、 S めるものですし 
森侯のようなどうしようもない落ちこ 
ぼれが、恥ずかしさを抱えつつ r オレも 
生きてていいんだ j と思えるものであつ 
てほしいというか。 

啓介世の中には「正解！の文学しか残 
らなくなつちやうんでしようかねえ。 

森»問的には全く無名なんですが 、 m 
には火好きな詩人がいるんです。金が貯 
まつたら詩 f 出して森に W るよ、なん 
て云〇ときながら、結«全 f んじやう 
ような人なんですけど。でもその人にと 
つては捆作は生きることなんですよ。詩 
がなければ生きていけない。彼のような 
人に出会うと本当に胸を打たれますシ 
ンパシ^—というよ〇も、もう!®^の^持 
ちです。 

啓介よくぞ"生きていてくれたという 
感じですね" 

森ええ。本®!や図 S 館にたくさん並ん 
でいる作家よりも， m にとっては彼のよ 
うな人の方が r 大メジャ—」なんです。 
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古民家園の見方 


150年前の姿のまんま、砂川の人地にどかっと建ってる 


川越道緑地 • 古民家園内「小林家住宅」。 




自然の摂理を巧みに取り入れ、快適に過ごせる建築構造、 
粋と格式に満ちた建具や欄間のデザインは、 

当時の大工さんたちの、知患と技術の結晶。 

咬く盛られた茅葺きの屋根を見ていると、 

i ? •き足だった日常をしっかと押さえてくれるようだ。 


•表から入ってすぐに見える立派 
な上大黑柱。民家にとっての»神 
的支往。坝在、大黑柱が••存在- 
する家はどのく らいあるのだろう。 


• 丨オタ」と呼ばれる1級の部纪- 
床の間には柳朔、緑側に*り出した付杏院 
は#院进のスタンダードデザイン。この家 
をタダでは済まさぬものとする所以が、こ 
の部 M の至るところにつまっている 。 t 


#「トバノオタ」と if ばれる*座から》部 M 
を仕切るバも襖や鏡戸などこの先の部 
厗の意味合いを暗ポする役割を持っていた0 


籲釅呂锸ひとつの r フ u パ」はリ 
サイクルの原点《床が簀の子にな 
つていて、こぼれた水は下に蓦え、 
生活•骞莱用水に使用した。。 
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#家人の食事の場「才カッテ J 0 

拥炉奥の顥は昽诏だけでなく害虫の駔 
除にもなる c 家族の集う具ん中には、 
かつて珑か t 、炎があった n 


參「才カッテ」北俩の無双窓 r 
時問带ゃ季節により開け具合を綱節 
することで、空»の役刻を果たす,， 
H 立たぬ所にもあらゆる工夫が。 



#トイレも類ある0 
涣绝りの便器は身分がい 
人(客>用。そうでない人は 
木親。差別というより、礼 
節の庠物と見た方が適当か。 



•北澜の裹 u は使用人たちの驵い 
の墦簡単な食事などはここで済 
ませたという：牛•活のドラマは、 
こうした B 立たぬ場所に多くある。 


• KftH が展氺された土两は「ダイドコロ- 

中央の柱は下大黑柱.： 上大黑柱が主人なら 
こちらは主婦 c 两者一対で家を支えていた 



•两》時問：午前9時〜午後4時30分 
_休 wn : feaHW 日 
人圃料：無料 
問い合わせ 525*0860 
立川市歴史民俗資料館 
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杉田 S 雄薄# ホ付養键纽季 

綱 • ビル管理業 咖 r 木村屋酒钔店主 

幼駟染み対決は稀にみる好戦。軍 S は木 W 道手 



® 伊藤公代さん 

(上砂町） 

えくてびあんが新版になって、表 
紙にはじめての女流登埸コ伊膝さん 
は松中幼稚園でバレエ教5：を主催し 
てその指導にあたっておられる他、 
厚生省認定の「脏埭運動指導士 J の 
資格をもち、公民館健*体揉の講師 
もつとめられている。さらに昨今は 
フラダンスの特訓中という-ご自身. 
浣剌そのものの人。一方、文化活動 
としては、子供たちに本を统んで随 
かせるという、いわゆる r ストーリ 
ーテリング j の分野でも活播中。こ 
の写真、昭和記念公園のクリスマ 
ス • ツリーのライトのもとでの播彩。 
(於.昭相記念公園/撮影.細江英公） 



ものを a る眼というのは、どのよ 
うにして*われるのであろうか。あ 
る聆、幸町にある「古民家阐を站 
れてみると.なるほど歷史を粍た闇 
敢というものは立派なもんだなあと， 
漠然と眺めていたところ力册りの 
方が说明してくださるのを聞いてい 
ると、浪热と昆ていた w とは玴析度 
が实泥の差なのであった♦これは、 
わがえくてびあん統者にも、その一 
端でもいいからお知らせをして、蜕 
祭限を拡げていただけたらという试 
持ちから、今月の r えくてびあんの 
眼 J は! 1 {尺家脚の「兑方」というテ 
ーマを逸んだ次第である♦今や世は 
r 解说時代 j といってもいいかもし 
れない。ひと皆前は、たとえばスボ 
ーッの龙況放送でもアナウンサーひ 
とりで故送をしていたものだが、近 
ごろは「解说」付秦でないと問がも 
てないほどに，定#してしまってい 
る ， なにげなく、その解說を两き汰 
して「当り前 j になってしまったが、 
尖は「祝る眼_をわれわれは怠って， 
それが n 常茶飯になっている結果な 
のであろう。それだけ、私たちの生 
活から r 龙き」や「発は」が消えて 
いってしまってるのであろう力*♦だ 
が祝る眼で一#■大切なのは、ほかで 
もない、人を祝る肌」なのにちが 
いない♦こがらしや街に吹かるる 
えくてびあん 

【第二次えくてびあん貝人】 
a ft «并紀美子〗太久供{•若/小柃雇史 
空脊空/山田五® 
f ザ 尥田*奥/ AMNETDF 

芩廳中的嫜』五枭•平 


今回は幼明染み決®^ともに*町で御商*を 
されている旧知の仲の二人だ u ちなみに本選手 
権で使用している「トコ』を提供してくれたの 
は木 MS 手。両者とも以前から#戦への京欲は 
滴々。しばし少年時代に戻り、敵味方に分かれ 
ての真っ向勝負と相成った。技術的にもほぼ互 
角の戟いは、まず杉田 S 手のポイントで*を開 


けた。が、2投目以降は木村選手が通練でボイ 
ント奪取,-ほんの少しのタイミングのズレが災 
いした杉田選手、途中2ポイント連取し挽回を 
狙うが、木 MS 手のコマの安定感を崩すことが 
できず、遂に試合終了。実力伯仲の好藤負は木 
村選手に革配が上がった。 r タカちゃん、相変 
わらず強いねえ」とは杉田®手の弁： 



ステーキ八ウス 


テキサス 


泽町 2-17-5 杉田ビル 2 F 522-6214 
11:30〜 22:00( ランチ11:30〜 14:00' 無休 


いつ来ても変わらぬ味わい 
カジュアル•ステーキ八ウスの/へ 
パイオニア的存在@ 


カントリー&ウェスタンー色の店内で、美味いステーキを手轻 
な鴒段で味わう。ステーキハウス r テキサス]は' 2〇年的の開 
店時から不変のスタイルを今に貫いている。「いつ来ても同じ味、' 
同じ棼囲気。安心して召し上がっていただけるように心がけてい 
る』と語るのは店長の田中敏昭さん：: 50 h オーストラリア牛の仕 
入れル-卜を独自に持つことで質の安定化をはかり、メニュー構 
成を合理化することで値段を抑える t 内装のイメ ージ作りも含め 
画期的といわれたこのスタイルは、御馳走の代名詞だったステー 
キをカジュアル化することに成功。その一方で各地に類似店が現 
れるという思わぬ「弊客]をも生み出した。「まあ“有名税"だ 
と思ってあきらめてます J と笑う田中さんの5粟に、元祖として 
の自信と余裕が伺える：「20年前にいらしてた家族通れの子供さ 
んが，今度は自分の奥さんと子供を遽れてやってくる。それが何 
とも云えない S びですね j 。 

通常1750円のビーフステーキ （225g> が1350円，1150円のハ 
ンバーグステーキ （225g ) が900円で味わえるランチタイムサ 
ービス」が Sf 踩を博している（ステーキ、ハンバーグともにライ 
ス•サラダ•コーヒー付)。 
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あなたの街のリテー/レバンク、 
あさひ銀行です 


esi 



費 CU い冬1嶋秦ゲ C . い4找» 〆 备〇て上< 
•んめ入がい嫌 ti . U た，^-人》 t » i 匕たす，ビ X や、 
••m 蕾_备<^ dfiw のパンク昏#6ぎし 

5^2 BZ 3? 


細 3 滅 



% 


4 , 


麵 

D6SK3N - PROCESS • R5IMT 

« 火次 0042-527-1911 

〒1M 0022賓班立川 ? T>«ir5-17*13 
FAX .527-1949 

XM 06219« trrttVJ «.|> 



ミツキーや 
キティちゃんど 
一緒に…!！ 

あなたの 
写奥と名前が 
絵本の中に 
入ります. 


沐モリーブックにど 4 5 そ… 




除夜の玆のお这 


シヤィ な性格なのだろぅか。とにかく、その H 
十格好の労務者風の男が、一册•白円の、わが遇 
刊诗『ん j を H つてくれた第一圩であ〇た 2 d 怛 
だけは残つております" 

別の□、ほろ酔い加減の人がポケットから、 



ありつたけのコィンを私に握らせ、これで r ん j 
を一册くれという。私、百円 31 をひとつ抜いて 
頂故し、あとはお返しして**ん J 一 册を手渡す。 

正 e なやつちやなあ、お前は。そんなこ 
つちや、出世せんぞ。 


いえ、出 ift したからこそ、こうして取京 
のド真ん中で詩柒を売〇てるんです。 

7 ッハッハッ、 こいつあ面白え。おい、 
H ってやれ、 H ってやれつてんだ！ 

賴みもしないのに、仲問や通行人に呼び掛け 
て くれる I ,親切」な人も おりました。 

おい、詩集だぞ、詩集 I 解ってんのかょ 
う、おめえら、詩集だぞ！ 

駅 flll^l にそのほろ酔い加減の人が仲介をして 
くれている"そんな日もありました。一五 
冊しか充れなくて、お腹がすいたので ラ—メン 
でもと思つて店に入ると、？6油 ラ ーメン E 百円。“ 
なんとも情けない気分になつた日もあります。 

はじめ仏は、詩集といえども「売り手」一人 
に|買いヂ」多&だと思つていたのですが、実 
は「売りチ」一人に「53い手」一人なのだと気 
が付きました。「貝い手」は独り敢热として私 
の前に立つのです。あるとき、中学牛•くらいの 
姉妹で しょう か、相談して E 十円づつ出しあつ 
て一册 Ho て頂いた光 a は、今も眼政に焼き付 
いております。今 n でも、有楽町駅の私が立っ 
ていた®*に通りかかると 「 R の気持ち」では 
通り抜けられません。(やまだごらう•詩人) 



先 CT 、 詩柒を街頭で立充りをしていた話を少 
し在きましたので、今回は r 街： s 詩人」の回想 
を杳くことに致しますもともと、詩人という 
のは「貧乏」の代名^みたいなものですので、 
街頭に立って充るくらいが丁度、身分相応かと 
思っていた矢先に、城米®造さんの話が『幸福 
を売る黑い* H 子』という見出しで新囲に出てお 
りました。城米さんは昭和て四年から有楽町の 
駅頭に立って、自作の小さな詩集を売っていた、 
いわば「初代.街頭詩人 J で、私は城米さんの 
お宅へ衣敬^問をした記惊があります。 

昭和二四年といえば、まだ H 本が戦褀から立 
ち直れない頃で、その時に駅 itt に立って詩梁を 
売って生計をたてていたというのですから、リ 
ッバなものです"私は「二代目」のお款しを頂 
いて有楽町の構内に立って、 ilf « 詩 r ん j を充 
りはじめ ました。 遇刊ですから、 こしらえる 方 
も人 変ですが’「立つ」ことは もっと «饿で、 
はじめの頃は「身の K ift もない」ほど、ォドォ 
ドと して おりました® 

もの陰から手招きをする與がいます近づい 
てみ ると ？ I 円5を出して、 一冊、 くれ。 

どうして、^!兀手の^の前に来ないのだろうか U 


1000年の鏡、 

あなた宅撞いてみませんか 
大躑 n から tlr 年にかけ、联か 
0嗚らす除夜の8 T 典如苑 
ではこれを「一如の»」と呼び、 
柴 W 町から立川の宙に*かせて 
14年になります。 

この箱は人 ft に制限がござい 

ますが、どなたでも掄 くこと が 
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椅卫県 fr 田市の 1 て五*>線沿い、*^ 
商 iSS に全部で三十九体の像を造りました。 
これはその内の一体です，：^で f な城ド 
町•行田は昔から交通の解として栄えまし 
た。道路の整備に併せ i の地-3-^エ準が行 
われ、これらの像は、地上に^;;た変 ' i の 
h に一体づつ_したものです。 

三十九体もの像を•度にたのは初め 
てで、構想から6泼までに二年近くもかかり 


ました。_にかかっている時はいつも「こ 
れで死んでもかまわない」ぐらいの気持ちで 
好っのですが、この時はホント、火変でした「- 
自分の炫 g の屮でも「和」の苏囲 X のもの 
は f く、そういう息味では S 地だったか 
も知れません。 A 分たちの銜の歴 l id を人 3 に 
しつつ、笑しい街#.み作りに®行 H 1 の人々 
との、いわば} t 作といえるでしょう。 

(19 9 8年^^.赤|||政山) 


赤川作品 
十二撰 

「わらべの,;1!怆_ 

埼玉県行田市 









